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第１ 総則 

１ 本仕様書は、平成 30年度に富士山南東消防本部（以下「本部」という。）が製作す

る高規格救急自動車（以下「救急車」という。）の艤装及び装備品、その他関係事項

について定める。 

２ 救急車は本仕様書のほか、緊急消防援助隊設備整備費補助金交付要綱（平成１８年

４月１日消防消第４９号。以下「要綱」という。）に規定する災害対応特殊救急自動

車に定める規定に基づくとともに、道路運送車両法（昭和２６年法律第１８５号）、

道路運送車両の保安基準（昭和２６年運輸省令第６７号）に定める緊急自動車の基準

及びその他関係法令等に適合し、緊急自動車として承認が得られるものであること。 

３ この救急車は、救急活動時に搭載する高度救命処置用資機材及びその他装備等を有

効に活用して救命活動を行うことを目的に製作するもので、製作にあたっては振動、

衝撃に対して十分緩衝し得る装置を備え、乗り心地、走行安定性が特に良好な構造で、

車両装備及び附属品は新規製品を使用し救急活動が迅速に行えるものであること。ま

た、この仕様を十分に満たすほか、受注者が公表した標準仕様により艤装すること。 

４ 契約にあたっては、本仕様書を了承し、十分熟知のうえ契約するものとし、契約後

の疑義の全て、本部の解釈に従うものとする。 

５ 受注者は、車両の製作中、諸般の事由により本仕様書及び承認図に係る変更が生じ

た場合又は疑義が生じた場合は、速やかに本部に連絡のうえ承認又は指示を受け速や

かに図面等提出しなければならない。 

６ 本仕様書は概要を示すもので、本仕様書に記載のない事項であっても、救急車の製

作にあたり、機能上具備しなければならない事項はこれを充足しなければならない。 

７ 受注者及びシャシメーカー及び艤装メ－カ－等は、常に連絡を密にし、艤装中及び

完成後に支障のないようにする。  

８ 完成車は、陸運局長が行う新規検査登録に合格するものであること。 

９ 受注者は、契約後１週間以内に艤装仕様について打合せを行い、１週間以内に本部

へ確認書を提出し、打合せ事項の確認をすること。 

１０ 受注者は、前項の確認後３週間以内に次の図書各３部を本部へ提出し、承認を受け

ること。 

(1) 車体艤装図（前後、左右、上面の５面図） 

(2) 内装図（インパネ図、室内配置図等） 

(3) 電気配線系統図 

(4) 消費電力一覧表 

(5) 製作工程表 

(6) 塗装工程表 

(7) その他本部が指示するもの。 

１１ 緊急自動車届出 

緊急自動車届出の手続きは全て受注者が行うとともに、その費用は本仕様に含むも

のとする。 

１２ 完成車の納入時に次の完成図書（目次をつけファイルに製本したもの）を本部に２

部提出すること。  

(1) 完成図（前後、左右、上面５面図） 
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(2) 自動車検査証及び自賠責の写し 

(3) 保証書 

(4) 車両及び各種装備品等の仕様書、取扱説明書 

(5) 設備とその配置又は設置場所を明示する写真 

(6) 工程写真（シャシ入荷から完成までの工程毎） 

(7) 完成車両５面写真 

(8) 緊急自動車届出確認書 

(9) その他本部が指示するもの 

１３ 救急車の製作工程に合わせて、中間検査、完成検査、納入検収を実施すること。 

(1) 中間検査 

ア 受注者は、取付品及び装置等が仮設置できた時点で本部の次の検査を受けるこ

と。また、検査を受ける３０日前までに検査日時及び実施場所等の検査依頼書

を本部に提出し承認を得ること。中間検査時の指摘事項及び確認事項等は全て

記録し本部に文書で報告するとともに指摘事項等に対し双方の解釈の相違が

ないようにすること。 

イ 艤装検査（組立、板金、溶接等の状況） 

ウ 寸法検査 

エ 装備品等の取付状況 

オ その他必要と認める事項 

(2) 完成検査 

ア 車両納入時に次の検査を実施し、本部が不適合と認めた箇所については、直ち

に 修復、改善のうえ、再検査を受けるものとする。また、完成検査時の指摘

事項及び確認事項等は全て記録し、本部に文書で報告するとともに指摘事項等

に対し双方の解釈の相違がないようにすること。 

イ 艤装全般検査（塗装等の仕上がり状況） 

ウ 装備品及び装置、取付品並びに附属品の検査（性能、規格、員数検査） 

エ 走行試験 

オ その他必要と認める事項 

(3) 納入検収 

本仕様書及び承認図に基づき、総合的な検査を実施する。また、上記の検査結果

で設計制作上、故障や性能低下及び不良品等が発生した場合は早急に対策を講じる

こと。 

１４ 技術指導 

車両納車時及び納車後、受注者は技術指導員を本部の指定する日時、場所に派遣し、

車両及び各種機器並びに装置等の取扱指導を実施すること。 

１５ 保証期間 

保証期間は完成検査合格日より１年間とする。また、部品によってはメーカー保証

期間に残存期間がある場合は、その期間保証するものとする。ただし、材料不良、設

計不良及び工作不良に起因する不具合が発生した場合は、無償で部品の交換又は修理

を行うものとする。 

１６ その他の費用 
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(1) 完成車の登録手続、車検回送及び納車完了までの費用及び資器材を含むその他の

登録・申請費用は本仕様に含むものとするが、自動車損害賠償保険、自動車重量税

及びリサイクル手数料は除くものとする。 

(2) 消防専用電話装置の手続きは受注者が行い、救急車へ移設に要する費用は、本仕

様に含むものとする。 

(3) 車両動態管理端末装置（ＡＶＭ）の移設に要する費用は本仕様に含むものとする。 

(4) その他、納入等に係る費用は、本仕様に含むものとする。 

１７ 台数及び納期等 

台数、納期及び納入場所は、次に掲げるとおりとする。 

(1) 台  数  １台 

(2) 納  期  平成 30 年 12 月 21 日（金） 

(3) 納入場所  三島市南田町 4番 40 号 富士山南東消防本部 

(4) 配備場所  裾野市石脇 515 番地 富士山南東消防本部 裾野消防署 

１８ その他 

廃車手続きについて、当本部が指示する車両１台を廃車処分し、抹消登録（車体の

名称の削除、サイレン、アンプ等の取外し）は受注者が行い、抹消登録の原本を当本

部に提出すること。 

 

第２ 主要諸元 

１ 車両の主要諸元は次による。 

(1) 使用燃料  無鉛ガソリン 

(2) 最高出力  １５０ｐｓ以上 

(3) 変 速 機  電子制御式４速オ－トマチック 

(4) 駆動方式  ４輪駆動（フルタイム） 

(5) 空調装置  フロントエアコン・リヤクーラー・ビルトインタイプリヤヒーター 

(6) 安全装備  ＡＢＳ・ＳＲＳエアバック 

(7) 仕  様  寒冷地仕様 

２ 艤装及び装備について、この仕様書に記載していないものについては、平成 30 年

度各メ－カ－が公表した標準装備とする。 

 

第３ 艤装及び装備品、取付品 

車体の構造は堅牢かつ耐久性に富み、取付品については走行中の震動等による離脱、

脱落、ゆるみ等を生じないよう、また雑音は可能な限り発生しないよう取付けること。 

１ 車両装備 

(1) 車体は、全有蓋密閉型とし、出入口は運転席及び助手席にドア、左右側面にスラ

イド式ドア、後部に跳ね上げ式の傷病者搬入口ドアのある構造とすること。なお､ 後

部ドアはストレッチャーによる搬入が容易に行なわれる構造にすること。 

(2) フロントタイヤハウス上部にすべり止めテープを取付けること。 

(3) フロントドアステップにアルミ縞板及びすべり止めテープを取付けること。 

(4) 左サイドドアステップにアルミ縞板及びすべり止めテープを取付けること。 

(5) リヤバンパーにプロテクター（ステンレス製）及びすべり止めテープを取付ける
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こと。 

(6) 右スライドドア部にレスキューツールセット（４点）をバックに収納して積載し、

レスキューツール取付部にネット３個を取付けること。 

(7) 右スライドドア内部にスイッチ付きのＬＥＤ式照明を取付けること。 

(8) スライドドア上方ルーフサイド左右にサイドフラッシャーランプを取付けること。 

(9) フロントバンパー左右にフロントコーナーセンサーを取付け、スイッチ及び状態

表示及びブザーを運転席付近に取付けること。 

(10) ルーフサイドにＬＥＤ作業灯を左右各２灯(大阪サイレンＬＩ‐２１)、インパネ

中央スイッチパネルにＯＮ/ＯＦＦスイッチを取付けること。 

(11) 左右後輪の前側にＬＥＤ路肩灯、インパネ中央スイッチパネルにスーモールラン

プと連動で、更にメインスイッチを取付けること。 

(12) 左窓の全面に下方から２／３くもりフィルムを貼り付けること。 

(13) 跳ね上げ式の患者搬入口ドア窓の全面にくもりフィルムを貼り付けること。 

(14) 右窓の全面にくもりフィルムを貼り付けること。 

(15) 車両中央部に設置してある車両メーカーエンブレムを外すとともに同位置に消防

章（直径１５０ｍｍ、樹脂製)を、台座付（白色）で取付けること。 

(16) 左フロントドア後方上部に旗立て(ステンレス製、外径３２ｍｍ、アルミ製旗棒付

属)を取付けること。 

(17) 左フロントドアピラーにアウトサイドミラー、サイドバイザーを取付けること。 

(18) 外部電源入力中にエンジンスタート出来ないようにすること。また外部電源入力

中を示すランプ及びエンジンキーをＯＮにした場合に警報を発するようにすること。 

(19) 誤発進防止装置を取付けること。 

(20) 黒色ゴム製車輪止め２個１組（１．５ｍロープ付）を搭載すること。 

(21) Ｒレンジに連動した音声合成装置を設置しハンドル左下部分にメインスイッチを

取付けること。 

(22) 車両の前照灯はロービームがＬＥＤ式とし、オートレベリング機能を有すること。 

(23) ＡＣＣと連動する青色のＬＥＤデイタイムライトを取付けること。 

２ 警告装備 

(1) フロントルーフにＬＥＤ赤色灯(パトライト製ＬＰ３)を取付けること。 

(2) フロントグリルにＬＥＤ赤色灯(大阪サイレンＬＦ－１１Ｄ)２個を取付けること。 

(3) 左右ルーフサイド下方にＬＥＤ赤色点滅灯(大阪サイレンＬＦ-１２)を取付ける

こと。 

(4) 後方傷病者搬入口右側にＬＥＤ赤色灯作動表示器（パトライト製ＬＰ３）を取付

けること。 

(5) フロントバンパーの左内側にモーターサイレン(大阪サイレン製５ＳＡ型)、プッ

シュスイッチをハンドル右側インパネ部に取付けること。 

(6) 助手席下部にモーターサイレン用足踏みスイッチを取付けること。 

(7) 大阪サイレン製サイレンアンプＯＰＳ－Ｄ１５１Ｑを取付けること。 

(8) 運転席ドア上部にフレキシブルマイクロホン(ＵＤ－１００)、サイレンアンプ右

にスイッチを取付けること。 

(9) メーター左側に右左折メッセージ用メインスイッチを取付けること。 
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(10) メーター左に音声メッセージ用スイッチ(モーメンタリ仕様)１ｃｈを取付けるこ

と。 

(11) メーター左に音声メッセージ用スイッチ(モーメンタリ仕様)２ｃｈを取付けるこ

と。 

３ 運転室内装備 

(1) バックモニターカメラ付きカーナビゲーションを取付けること。 

(2) 運転席右側下部インパネ部にＥＴＣ車載器を取付けること。 

(3) カーナビ上部に電流計、電圧計を取付けること。 

(4) 広報用スピーカー内外切替スイッチ（大阪サイレン対応）を取付けること。 

(5) ドライブレコーダー(別体タイプ)を取付けること。 

(6) 助手席から傷病者室内を確認するため助手席用インナーミラーを取付けること。 

(7) 運転席後部に地図入れ(Ａ３サイズ)を取付けること。 

(8) 運転席及び助手席後部にＣ型バネ付きフック３個取付けること。 

４ 収納用装備 

(1) 運転席後部に縦型収納庫（２ツ折扉）を取付けること。 

(2) 縦型収納庫扉にティッシュ／グローブボックス固定ベルト（２連）を取付けるこ

と。 

(3) 縦型収納庫内側後面にサブストレッチャー収納スペースを設け、高さ調節可能及

び取り外し可能な３段棚（固定ベルト付）を取付けること。 

(4) 助手席後部に２段収納庫Ⅱ型を取付けること。 

(5) 酸素ボンベ収納庫上部前面に３段収納庫を取付けること。 

(6) 酸素ボンベ収納庫上部にレールを取付けること。 

(7) 傷病者室右側中央部に患者回路（蛇管）等収納庫を取付けること。 

(8) 傷病者室右側前方にルーフサイド収納庫（施錠装置付）を取付けること。 

(9) 傷病者室右側後方にルーフサイド収納庫を取付けること。 

(10) 傷病者室左側前方にルーフサイド収納庫を取付けること。 

(11) 傷病者室左側後部にルーフサイド収納庫を取付けること。 

(12) 傷病者室右側後方部に収納庫－Ａを取付けること。 

(13) 傷病者室内右前(後向き席左手脇)酸素ボンベ収納庫に書類入れ用改造を施すこと。 

(14) ティッシュ／グローブボックス（マグネット式）を２個搭載すること。 

 

５ その他・傷病者室内装備 

(1) 縦型収納庫後面上部に本体着脱式ホワイトボード（Ａ４）を取付けること。 

(2) ２段収納庫に脱着可能な手指消毒容器収納庫を取付けること。 

(3) 右側窓上レールにＣ型バネ付フック３個を取付けること。 

(4) 傷病者室右側後部側面にオゾンＵＶエアクリアＯＵＤ－１Ｔを取付けること。 

(5) 傷病者室右側前方ルーフサイド収納庫部にアシストグリップ（右前）を取付ける

こと。 

(6) 傷病者室右側後方ルーフサイド収納庫部にアシストグリップ（右後）を取付ける

こと。 

(7) バックドア開口部左側グリップを長タイプ（上部グリップのみ）に変更すること。 
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(8) 傷病者室天井にＬＥＤ室内等（調光機能付）を取付けること。 

(9) 患者室天井患者灯（２１Ｗ）２灯に左右個別のダイヤル式調光器とＯＮ／ＯＦＦ

スイッチを取付けること。 

(10) 右窓上レールにデジタル式電波時計を取付けること。 

(11) 右側窓上レールにウォール型アネロイド血圧計固定金具を取付けること。 

(12) ３人掛横向シートを２人掛仕様に変更すること。シート跳ね上げ保持はベルト式

とすること。 

(13) 床面にシーリングを施すこと。 

６ 搬送用装備 

(1) 防振機能付治療架台を、次の機能を有するものとして設けること。 

ア 車両による走行振動等を吸収する機構。 

イ 胸骨圧迫等の処置のため、固定できる機構。 

ウ 患者に対し適切なポジションで処置ができるよう、左右方向へ無段階にスライ

ドできる機構。 

エ エアーコンプレッサーを内蔵し、加速度等による振動、揺れを十分吸収できる

機構。 

オ 治療架台スロープ部にキズ防止のためステンレス板を取付けること。 

カ メインストレッチャーの固定装置は、ワンタッチ式とし走行中の振動により移

動を生じないものとする。 

(2) メインストレッチャー（エクスチェンジＴＣ４０８０－Ｓ／４１５５）＋４１５

５用ガードル架キット、自動巻き取り式固定ベルトを取付け、抗菌マットレス、枕

及びＳｏｆｔｅｎピロー（固定ベルト付）を搭載すること。 

(3) トヨタ防振ベッドをＴＣ４０８０シリーズ用対応に改造すること｡ 

(4) 窓下側面収納庫の内部にスクープストレッチャー６５ＥＸＬとバックボード固定

装置を取付けること。 

(5) 標準のサブストレッチャーは搭載しないこととすること。 

７ 気道確保用装備 

(1) 右側面の棚上後方に吸引器(ＬＳＵ４０００)固定装置を取付けること。 

(2) 傷病室内右窓下部に吸引カテーテル保持パイプを取付け、予備用の吸引用カテー

テルを収納する袋を搭載すること。 

８ 酸素吸入装置 

(1) 酸素ボンベ９.４ℓ型２本用の鋼板製受台を設け、取り外しが容易な固定バンドを

設けること。 

(2) 加湿流量計オキシパックＯＸ－ＦＤＸ(ジュンロン３口ヨークバルブ仕様)〈支給

品〉を取付け、配管ホースにより接続すること。 

(3) 右棚上部、モニター下部に人工呼吸器（パラパック２Ｄ・２００Ｄ）固定装置を

取付けること。 

９ 心電図モニター 

右棚上部に心電図モニター（ＢＳＭ－３５６２）固定装置（低台座）を取付けるこ

と。 

１０ 除細動用装置 
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右棚上部に半自動除細動器（ＴＥＣ－２６００シリーズ）及びプリンターを固定す

る装置（２段仕様）を取付けること。 

１１ 輸液用装備 

(1) 天井前側に輸液ビンホルダーを取付けること。 

(2) 天井後側に輸液ビンホルダーを取付けること。 

(3) 天井後部にＣ型バネ付フック５個を取付けること。 

(4) 右棚上部に汎用メディカルポールを取付けること。 

１２ 電装 

(1) 右側Ｃピラー後方窓部にＤＣ１２Ｖコンセント３口を取付けること。 

(2) 右窓中央部にインバーターＡＣ１００Ｖコンセント２口を取付けること。 

(3) 縦型収納庫後面にインバーターＡＣ１００Ｖコンセント２口取付けること。 

(4) 傷病室内前向き席下部にインバーターＡＣ１００Ｖコンセント２口取付けること。 

(5) 外部入力ケーブル（ＡＣ１００Ｖコネクター専用）は、標準長さの２．５ｍから

１０ｍとすること。 

(6) 全自動電子バッテリー管理器を取付けること。 

(7) ＡＣ１００Ｖ電源入力を走行中はインバーターから、署内待機中は外部電源から

自動で切替えられるようにすること。 

１３ 通信用装備 

(1) 前後デジタル無線アンテナから助手席後部に無線アンテナ点検口２ヶ所増設し同

軸ケーブル５Ｄ２Ｖを敷設すること。 

(2) グローブボックス内にデジタル無線取付用金具を取付けること。 

(3) 傷病者室内前方左側天井部に無線モニター用スピーカーを取付けること。 

(4) 無線子機用６芯１本通線(左)を取付けること。 

(5) 運転室内左側天井部分に無線モニター用スピーカーを取付けること。 

(6) ＡＶＭディスプレイとデジタル無線受話器を取付けるため、ＡＶＭモニター用台

を設置すること。 

(7) 助手席後部にＡＶＭ用ＤＣ１２Ｖ電源端子を取付けること。 

１４ 資機材 

(1) フロアマットを搭載すること。 

(2) ゴム製チェーン（イエティスノーネット＃５３００ＷＤ１９５タイヤ用）を搭載

すること。 

(3) 三角停止表示板を搭載すること。 

(4) ポータブルＬＥＤ投光器（ウィレン製ＬＦ３５Ａ）を搭載すること。 

 

第４ 消防専用電話装置・ＡＶＭ（車両動態管理端末装置関係） 

１ 消防専用電話装置・ＡＶＭ 

(1) 消防専用電話装置及びＡＶＭの取付け等に係る必要な事項については、別に指定

する設置業者と十分な打ち合せをすること。 

(2) 受注者において行う工事は、「第３ 艤装及び装備品、取付品 13 通信用装備」まで

とし、それ以降の工事は別に指定する設置業者に行わせること。 

(3) デジタル無線機本体、車両動態管理端末装置（ＡＶＭ）及びＧＰＳアンテナを既
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存車両より取外し、取付けること。 

(4) アンテナ等必要部材及び必要配線は新規購入とし、本部が指定するものを取付け

ること。 

２ 自動車（携帯）電話関係 

(1) 携帯電話の電源を確保すること。 

(2) 携帯電話の設置については、本部で行うものとする。 

３ 装備品・取付品・附属品 

装備品、取付品及び附属品の一覧は、別表１及び別表２による。 

 

第５ 塗装等 

１ 塗装は、上質の白色焼付け塗装とし、車外窓わく下部に再帰性反射材カッティング

シールによる赤色ライン（幅７６mm）を、前後部及び両側面に横一線の帯状に入れる

こと。前部は、反射しない赤帯とすること。 

２ 文字の記入は、反射材（再帰反射材に満たないもの）カッティングシールを使用し、

下記のとおりとし、大きさ字体及び色は別途協議する。 

記入する文字 記 入 す る 場 所 文字色 書 体 

富士山南東消防本部 
両サイド後部ライン下 

後部リアドア下部 
青色 丸ゴシック 

 後部リアドア下部 青地白抜き Haettenschweiler 

裾野１ 
後部リア－ドア右上 

前部助手席側 
青色 丸ゴシック 

１ 運転席・助手席ドア下部 青色 丸ゴシック 

裾野Ａ１ 屋根部 黒色 角ゴシック 

 左右ルーフサイド 

後部リアドア上部 

クロム調 

（青枠） 
Verdana 

 
左右スライドドア部 

後部リアドア上部 
青色  

 
         

前部運転席側 
青色 

シルバー 

Impact 

斜体 

※ 別図 文字入れ配置図参照 

３ 標準の車両メーカーエンブレムは、取外すこと。 

４ 標準のルーフサイドの車名及びシンボルマークは、取外すこと。 

 

EMS  

Mt.FUJI Southeast FIRE DEPARTMENT Mt.FUJI Southeast FIRE DEPARTMENT 
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第６ 補足 

１ この仕様に疑義ある場合及び、施工上仕様を変更する必要が生じた時は、事前に本

部の指示を受けること。 

２ 本部が指示した事項は、この仕様書の追補とする。 

３ 納入車両が決定しだい詳細（協議内容）は車両にあわせて変更するものとする。 

４ 契約締結後、本仕様書に記載の付属品等に新製品等が発表され、変更を余儀なくさ

れる場合は消防本部と協議し承認を得ること。また。新製品等が本仕様書の付属品等

と比較して機能・性能等が向上した場合は消防本部と協議すること。 

５ 車両に積載及び装備する医療用具等は、車両を納入する直前に医療用具等の取付け

及び接続を確実にしたうえで、車両に搭載し速やかに納入すること。 
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別表１ 

№ 品      名 数量 

1 車両装備   

1 左右フロントタイヤハウス上部 すべり止めテープタイプＣ 一式 

2 左右フロントドアステップ アルミ縞板 一式 

3 左右フロントドアステップ すべり止めテープタイプＡ 一式 

4 左サイドステップ アルミ縞板 一式 

5 左サイドステップ すべり止めテープタイプＡ 一式 

6 リヤバンパープロテクター（ステンレス製） 一式 

7 リアステップ すべり止めテープ タイプＡ 一式 

8 レスキューツール（バック収納） 一式 

9 レスキューツール取付部 ネット３個 一式 

10 右スライドドア内部 ＬＥＤ照明 一式 

11 サイドフラッシャーランプ 一式 

12 フロントコーナーセンサー（スイッチインジケーター付） 一式 

13 ルーフサイド ＬＥＤ作業灯 大阪サイレン製 LI-21 一式 

14 ＬＥＤ路肩灯（メインスイッチ付）  一式 

15 左側面窓ガラス 左下２/３くもりフィルム 一式 

16 後面窓ガラス 後全面くもりフィルム 一式 

17 右側窓ガラス 後全面くもりフィルム 一式 

18 旗立て（ステンレス製） 一式 

19 助手席アウトサイドミラー＋サイドバイザー 一式 

20 フロント消防マーク 直径 150ｍｍ 樹脂製 一式 

21 エンジンスターター・カット改造 一式 

22 誤発信防止装置 一式 

23 再帰性に富んだ反射材（赤帯） 一式 

24 音声合成装置[バック](メインスイッチ付） 一式 

25 車輪止め（黒色）ゴム製 ２個 一式 

2 警告装置   

1 ＬＥＤ点滅灯 パトライト製ＬＰ３（３灯）増設 一式 

2 フロントＬＥＤ赤色点滅灯 大阪サイレンＬＦ－１Ｄ×２灯 一式 

3 ＬＥＤ赤色点滅灯 大阪サイレンＬＦ－１２(後側面) 一式 

4 ＬＥＤ作動表示器 パトライト製ＬＰ３（右後） 一式 

5 モーターサイレン 大阪サイレン５ＳＡ型 スイッチＣ－１ 一式 

6 モーターサイレン用足踏みスイッチ 一式 

7 サイレンアンプ 大阪サイレンＯＰＳ－Ｄ１５１Ｑ 一式 
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8 フレキシブルマイクロホン 大阪サイレンＵＤ－１００ 一式 

9 左右折メッセージ用メンイスイッチ 一式 

10 音声メッセージ用スイッチ１ｃｈ取付(メーター左） 一式 

11 音声メッセージ用スイッチ２ｃｈ取付(メーター左） 一式 

3 運転室内装備   

1 トヨタ純正スタンダードナビ（バックガイドモニター） 一式 

2 ＥＴＣ車載器（ボイスタイプ）・ナビ連動タイプ 一式 

3 電流計・電圧計 一式 

4 広報用スピーカー内側切替スイッチ（大阪サイレン対応） 一式 

5 ドライブレコーダー 別体タイプ 一式 

6 助手席用インナーミラー 一式 

7 運転席後部地図入れ（Ａ３サイズ） 一式 

4 収納関係   

1 縦型収納扉下段 ティッシュ／グローブボックス固定ベルト（２連） 一式 

2 運転席後部 二段収納庫Ⅱ型 一式 

3 縦型収納庫内 サブスト収納＋３段棚（固定ベルト）改造 一式 

4 縦型収納庫 固定ベルト３本 一式 

5 3 段収納庫 酸素ボンベ収納庫上/前 一式 

6 患者回路（蛇管）等収納庫 一式 

7 ルーフサイド収納庫 右前（施錠装置付） 一式 

8 ルーフサイド収納庫 右後 一式 

9 ルーフサイド収納庫 左前 一式 

10 ルーフサイド収納庫 左後 一式 

11 右側棚上後端 収納庫－Ａ 一式 

12 書類入れ用改造（酸素ボンベ収納庫部） 一式 

13 ティッシュ/グローブボックス マグネット式 二式 

5 その他・傷病者室内装備   

1 縦型収納庫後側上部 Ａ４ホワイトボード（本体着脱式） 一式 

2 ウェルパス収納庫（２段収納庫用） 一式 

3 オゾンＵＶエアクリア ＯＵＤ－１Ｔ 一式 

4 ルーフサイド収納庫部 アシストグリップ（右前）  一式 

5 ルーフサイド収納庫部 アシストグリップ（右後）  一式 

6 バックドア左（長タイプ）上部グリップのみ 一式 

7 ＬＥＤ室内灯（調光機能付） 一式 

8 患者灯調光器 一式 
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9 右窓上レール Ｃ型バネ付フック３個 一式 

10 右窓上レール 電波時計（デジタル） 一式 

11 右窓上レール ウォール型アネロイド血圧計固定金具 一式 

12 ３人掛シートを２人掛シートに改造 一式 

13 床面シーリング 一式 

6 輸送用装備   

1 
エクスチェンジＴＣ４０８０－Ｓ／４１５５ 

サイドアームプレート（モデル１６０） 
一式 

2 ガードル架キット（＃４１５５用） 一式 

3 自動巻取り式固定ベルト 一式 

4 抗菌マットレス＃５０ 一式 

5 Ｓｏｆｔｅｎピロー 一式 

6 枕固定用ベルト 黒 一式 

7 枕 ＴＣ９０２ オレンジ 一式 

8 防振ベッド（ＴＣ４０８０用） 一式 

9 

ストレッチャー落下防止改造 

スクープ＃６５ＥＸＬ、バックボード、固定装置 

バックボード等固定補助ベルト取付 

一式 

7 気道確保用装備   

1 酸素ボンベ収納庫上 ＬＳＵ４０００固定装置 一式 

2 ＬＳＵ４０００用ウォールブラケット（電源コード付） 一式 

3 傷病室内右窓下部 吸引カテーテル保持パイプ 一式 

4 吸引用カテーテル収納袋 一式 

8 酸素吸入装置   

1 酸素ボンベ固定装置アルミ９．４Ｌ×２本対応改造 一式 

2 オキシパックＯＸ－ＦＤＸヨークバルブ仕様（支給品）取付 一式 

3 右棚上部 人工呼吸器パラパック２Ｄ・２００Ｄ用 一式 

9 心電図モニター   

1 心電図モニターＢＳＭ－３５６２（低台座）用 一式 

10 除細動用装備   

1 ＴＥＣ－２６００シリーズ＋プリンターＷＳ－２６１Ｖ（低台座）用 一式 

11 輸液用装備   

1 輸液ビンホルダー（２本取付：前） 一式 

2 輸液ビンホルダー（２本取付：後） 一式 

3 天井部 Ｃ型バネ付フック ５個 一式 

4 右棚上 汎用メディカルポール 一式 
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12 電装   

1 右Ｃピラー後方窓部 ＤＣ１２Ｖコンセント３口 一式 

2 右窓下 インバーター用ＡＣ１００Ｖコンセント２口 一式 

3 縦型収納庫後部 インバーター用ＡＣ１００Ｖコンセント２口 一式 

4 傷病室内前向き席下部 インバーター用ＡＣ１００Ｖコンセント２口 一式 

5 外部入力ケーブル ＡＣ１００Ｖコネクター １０ｍ 一式 

6 全自動電子バッテリー管理器ＳＡ－１２ＰＫ 一式 

7 ＡＣ１００Ｖ電源自動切替改造 一式 

13 通信用装備   

1 無線アンテナ点検口２ヵ所増設 2 本通線 アンテナ前後～Ｐ席後部  一式 

2 無線機取付金具 グローブボックス改造 一式 

3 傷病者室内無線モニター用スピーカー(左) 一式 

4 無線子機用６芯線通線(左) 一式 

5 運転室内無線モニター用スピーカー(左) 一式 

6 ＡＶＭモニター端末+無線送受話器ブラケットⅡ型 一式 

7 助手席後部 ＡＶＭ等用電源端子 一式 

14 資器材   

1 フロアマット 一式 

2 ゴム製チェーン イエティスノーネット＃５３００ＷＤ 一式 

3 三角停止表示板 一式 

4 ポータブルＬＥＤ投光器 ウィレンＬＦ３５Ａ 一式 

 

別表２ 

№ 品      名 数量 

1 寒冷地仕様 一式 

2 ＬＥＤヘッドランプ（ロービーム） 一式 

3 デイライト 一式 

4 ナンバーフレーム前後 一式 

5 スタッドレスタイヤ（純正ホイール含む）５本 一式 

6 インバーター ３００Ｗ 一式 

7 文字記入 一式 

8 無線・ＡＶＭ移設 一式 

 


